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グ
常
に
初
心
を
忘
れ
ず
、

村
民
と
の
対
話
と
協
調
を
大
切
に
d

決
意
も
新
た
に
、
職
員
に
訓
示

午
前
叩
時
日
分
か
ら
役
場
北
庁

舎
会
議
室
で
村
長
就
任
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
村
三
役
と

村
職
員
、
高
林
村
議
会
議
長
が
出

席
し
ま
し
た
。

小
針
助
役
か
ら
車
問
村
長
に
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
あ

と
、
車
田
村
長
か
ら
就
任
の
あ
い

さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

高
林
議
長
か
ら
村
長
に
村
政
へ
の

期
待
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た。

平成11年5月/L.報たまかわ

村
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

「
村
長
就
任
に
当
た
り
一

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
度
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
心
か
ら
摩
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
村
政
の
重
責
を
担
っ

て
以
来
、

3
期
ロ
年
の
経
験
を
最

大
限
に
活
か
し
、
常
に
初
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
村
民
と
の
対
話

と
協
調
を
大
切
に
、
清
潔
・
公

平
・
信
頼
を
基
本
理
念
に
「
空
と

緑
深
呼
吸
す
る
玉
川
村
」
の
創
造

を
日
指
し
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
、
空
港
関
連
周
辺
整
備
を

初
め
、
生
活
環
境
の
整
備
、
健
康

づ
く
り
と
福
祉
の
向
上
、
生
涯
学

習
の
推
進
、
地
方
分
権
の
対
応
な

ど
村
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
各
種

事
業
を
推
進
し
、
村
氏
一
人
ひ
と

り
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
村
づ

く
り
の
た
め
、
決
意
を
新
た
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

役
場
は
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠

点
と
し
て
、
吋
常
に
笑
顔
で
村
氏

と
対
応
」
「
村
民
の
立
場
で
村
氏

の
痛
み
の
分
か
る
職
員
」
に
な
っ

て
、
経
費
の
節
減
と
よ
り
早
く
、

よ
り
正
確
に
を
モ
ッ
ト
ー
に
村
職

員
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を
持
っ

て
職
務
に
精
励
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
を
い
た
し
ま
す
。

ど
う
か
職
員
の
皆
さ
ん
も
旧
に

倍
し
て
格
別
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
」

玉川村長選挙と玉川村議会議員補欠選挙は、 4
月20日告示、 4月25巴投票で行われました。 4
月25日午後8時45分から村民体商館で開票事務

を併せた選挙会が行われ、村長選挙の投票率は

91.62%で前回より約9ポイント高い数写となiつ
ました。

に出席

4
月
お
自
に
行
わ
れ
た
村
議
会
議
員
補

欠
選
挙
で
小
林
仙
治
氏

(ω
歳
・
竜
崎
)
と

添
田
四
郎
氏
(
悦
歳
・
小
高
)
が
当
選
し
ま

し
た
。両

氏
は
、
5
月
日
日
に
開
か
れ
た
臨
時

議
会
に
初
め
て
出
席
し
ま
し
た
。
職
員
か

ら
議
員
パ
ッ
チ
を
胸
に
着
け
て
も
ら
い
、

や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
で
初
議
会
に
臨
み

ま
し
た
。
小
林
議
員
は
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
、
添
田
議
員
は
総
務
常
任
委
員
会
の

所
属
と
な
り
ま
し
た
。

小柄{由治氏

(60歳・電崎)

添自由郎氏

(64歳・小高)

現

新

新

無

無

無

無新

無新

無新

5，242票
4，869票
373票

{出治

四郎

茂

5，249禦
5，211票

38票

輩出次夫

塩田征二郎

大竹勝義

小林

添田

小針

投票総数

奇効投票

無効投票

投票総数

奇効投票

無期投票

3，340禦
L581 
290禁

2，703票
1，109票

1，057票

当

当

当
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|翻区長 | 

吉田寿光

|婦人会支部長 l 

矢部由英

i青年団長 i 
三 瓶信之

i老人クラブ会長 i
田 子昌夫
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|副毘長

塩田昭

|婦人会支部長

関根秋

平
成
什
年
度
の
行
政
区
長

と
各
種
団
体
の
代
表
の
万
々

が
決
ま
り
ま
し
た
。

区
畏
会
は
、

4
月

7
日

(
水
)
に
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
席
上
、
車
田
村

長
か
ら
新
区
長
什
名
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
区
長
会
長
に
角
田
文

弥
さ
ん
(
中
)
、
副
会
長
に

小
原
明
昭
さ
ん
(
南
須
釜
)
、

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
に

小
林
弘
さ
ん
(
竜
崎
)
が
そ

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
行
結
震
の
泉
婦
人
会

長
に
熊
田
久
実
ウ
ず
さ
ん
(
川

辺
)
、
須
釜
婦
人
会
長
に
は
、

関
根
ミ
工
芸
さ
ん
(
北
須
釜
)

が
新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

は
、
任
期
2
年
で
す
の
で
、

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続

き
渡
辺
政
一
さ
ん
(
北
須
釜
)

が
務
め
ま
す
。

今
後
、

1
年
間
皆
さ
ん
の

代
表
と
し
て
、
行
政
と
住
民
、

団
体
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

長一
7
T

m
p
一A
同
町

立
ロ
一
品
目
白
J

銭
一崎

町臥一臨
真野田謹也

i老人クラブ含里j
塩田豊次郎

石森三男

|婦人会支部長 | 

石森フミ

|青年団長 J 
石森正文

i老人クラブ会長 i
真野自照治

勲

一
長
一
郎

一山田一ー「

一日一喜

一
ク
一
木

一
老
一
鈴

石森長治区長

一長一誼べ

÷金一
j
e

つフ一段

一一フ一ー

ク
一
弓

老
一
興

吉 田正美

!婦人会支部長 i 
車田みえ子

i青年団長 | 

矢 吹耕治

i老人クラブ会長|

石 井利雄

二
美
一
王
子

豆
常
語
秋

一
区
一
針
一
金
一
針

一一
:1

・一人一
:1
・

一
副
一
小
一
婦
一
小

紀
一
長
一

j

一会一

吉
一
ブ
一一一フ一

林
一
ク
一
針

永
一
老
一
小
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春

|老人クラブ会長 l
猪原只光

長
一
友

四一原
青
一
小

勇小原明昭区長

等

|老人クラブ会長 i
小林清人

[主主団長

小林

弘小林区長

志

|老人クラブ会長[

大竹良照

|膏年団長

草野浩

正大竹輿百霊長
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村
福
祉
パ
ス
「
ふ
れ
あ
い
号
」
の

出
発
式
は
、

4
月
幻
日
(
火
)
午
前

日
時
か
ら
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
村
社
会
福
祉
協
議
会

役
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
、

村
関
係
機
関
の
代
表
者
な
ど
約
加

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

村
社
会
福
祉
協
議
会
長
の
車
田

村
長
が
「
社
会
福
祉
協
議
会
所
有

の
バ
ス
を
巡
回
型
福
祉
パ
ス
と
し

て
専
用
に
運
行
し
て
み
て
は
と
の

考
え
か
ら
、

3
カ
月
間
の
試
行
運

行
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

巡
回
型
福
祉
パ
ス
の
運
行
は
、
県

内
で
は
じ
め
て
の
試
み
で
す
。
試

行
を
通
し
て
、
利
用
の
仕
方
を
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
利
用
者
団
体
を
代
表

し
て
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

の
渡
辺
政

一
さ
ん
が
「
本
日
の
運

行
ま
で
に
各
関
係
機
関
の
皆
さ
ん

に
は
大
変
お
世
話
様
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
巡
回
パ
ス
が
有
効
な

る
利
活
用
さ
れ
る
た
め
に
も
P
R

活
動
が
必
要
で
す
」
と
あ
い
さ
つ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

巡
回
パ
ス
の
運
転
手
は
、
村
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣

の
曲
山
E
さ
ん
(
蒜
生
)
が
担
当
し
、

出
発
式
を
記
念
し
て
花
束
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
式
終
了
後
に
、
出
席

者
全
員
が
パ
ス
に
乗
っ
て
、
巡
回

コ
ー
ス
を
試
乗
し
て
回
り
ま
し
た
。

パ
ス
の
時
刻
表
は
、
次
の
と
お

り
で
誰
で
も
無
料
で
指
定
停
留
所

で
乗
降
で
き
ま
す
。

『
介
護
保
険
制
度
』
が
始
ま
り
ま
す

ー
平
成
ロ
年
4
月
か
5
ス
タ
ー
ト
|

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
、
お
豆

い
に
支
え
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
来
年
の
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
(
申
請
・
認
定
は
今
年

の
ゆ
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
)
、
そ
れ
に
向
け
て
村
民
の
皆
さ
ん
に
介
護
保
険

制
度
に
つ
い
て
理
解
し
て
頂
く
た
め
、
今
月
ロ
ち
か
ら
6
ロ
に
わ
た
り
、

Q
&
A
方
式
で
、
制
度
の
あ
ら
ま
し
と
、
村
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

平成11年5月

A

わ
が
国
は
、
世
界
に
類
を
見

な
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
、
本

村
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

現
在
の
村
の
人
口
は
、

7
，
7
7

1
人
(
平
成
日
年
4
月
初
日
現
在
)

そ
の
う
ち
、
高
齢
者
と
い
わ
れ
る

侃
才
以
上
の
人
は
、

1
，
4
8
1

人
で
全
体
の
約
四
%
を
占
め
て
い

ま
守
。
お
よ
そ
5
人
に
ひ
と
り
が

高
齢
者
と
い
う
高
齢
化
社
会
を
迎

え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
人
口
の
推
移
か
ら
み

て
、
(
グ
ラ
フ
1
・
2
参
照
)
総
人

口
は
そ
れ
ほ
ど
の
増
加
が
み
ら
れ

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
は
ω
才
以
上

広報たまかわ

の
人
口
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
状
況
は
、
今
後
ま
す
ま
す
増
加

す
る
と
み
ら
れ
、
平
成
辺
年
に
は
、

村
民
の
4
・

3
人
に
1
人
が
高
齢

者
と
い
う
予
測
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
と
も
な
い
、
核
家
族
化
の

進
行
な
ど
に
よ
る
高
齢
者
単
身
世

帯
の
増
加
や
、
共
働
き
の
増
加
な

ど
に
よ
る
介
護
者
の
減
少
は
、
家

族
だ
け
の
介
護
で
は
、
十
分
な
対

応
が
困
難
と
な
っ
て
き
ま
す
。

又
、
昨
年
の
叩
月
に
実
施
し
た

「
高
齢
者
基
礎
調
査
」
の
結
果
、
寝

た
き
り
な
ど
の
要
援
護
者
を
、
介

護
し
て
い
る
者
の
続
柄
を
み
て
み

る
と
、
(
グ
ラ
フ

3
参
照
)
子
の

妻
斜
%
を
は
じ
め
、
妻
お
%
と
あ

わ
せ
て
、
全
体
の
約
7
割
を
女
性

が
占
め
て
お
り
、
介
護
の
負
担
が

6 

女
性
に
の
し
か
か
っ
て
い
る
と
い

う
現
状
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
「
介
護
」

に
お
け
る
問
題
は
、
老
後
の
最
大

の
不
安
要
因
で
あ
り
、
誰
に
で
も

ふ
り
か
か
り
得
る
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

「介
護
」
を
社
会
全
体

の
問
題
と
し
て
考
え
、
皆
で
支
え

あ
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
「介

護
保
険
」
は
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は

H

寝
た
き
り
H

や
N

痴

ほ
う
H

等
の
高
齢
者
に
対
す
る
介

護
を
保
険
料
で
み
て

い
く
方
法
で
、
村
が

保
険
者
と
な
り
、
羽

才
以
上
の
人
の
保
険

料
と
公
費
で
運
営
さ

れ
る
も
の
で
す
。
ど

の
よ
う
な
手
続
き

で
、
ど
の
よ
う
な
方

が
、
ど
の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
を
う
け
ら
れ

る
の
か
・
:
な
ど
に
つ

い
て
は
、
次
回
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

7 32$ 
(縫計)

資料:国勢調資
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全国少年少女屈馨県大会

塩沢美帆さん準優勝

玉

小
政
築
工
事
は
じ
ま
る

新
し
い
集
会
所
で

敬

老

。2

五
月
晴
れ
の
憲
法
記
念
日
に
竜

崎
区
(
小
林
弘
区
長
)
主
催
の
敬
老

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
し
い
集
会
所
が
オ

ー
プ
ン
し
て
初
め
て
の
敬
老
会
と

な
り
、
会
場
の
大
広
間
で
は
招
待

者
が
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
い
で
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

中
の
加
日
に
小
高
、
中
、
川
辺
区

で、

5
月
2
日
は
岩
法
寺
医
で
そ

れ
ぞ
れ
区
主
催
の
敬
老
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

平成11年5丹広報たまかわ

搭
天
に
恵
ま
れ
楽
し
い
一

そ
ば
打
ち
教
室
が
婿
評

仮
設
校
舎
口
へ
移
転

玉
川
第
一
小
学
校
(
水
野
岩
雄

校
長
)
の
校
舎
改
築
工
事
が
4
月

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

玉
一
小
校
舎
は
、
昭
和
初
年
4

月
に
新
築
さ
れ
、
今
年
で
満

m年
と

な
り
老
朽
化
が
目
立
っ
て
き
て
お

り
、
今
回
の
改
築
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
改
築
工
事
が
終
了
す
る

今
年
の
秋
ま
で
の
授
業
は
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
脇
に
建
設
さ
れ
た

プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
校
舎
で
行
わ
れ

ま
す
。

五
月
の
連
休
恒
例
の
村

物
産
振
興
委
員
会
(
車
出

幸
司
会
長
)
主
催
に
よ
る

「
玉
川
村
ふ
る
さ
と
物
産

展
」
が
乙
字
ヶ
滝
公
園
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
悪
天
候
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
同
物
産
展
も

今
年
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

名
勝
乙
字
ヶ
滝
を
訪
れ
る

恒
例
か
ふ
る
さ
と
物
産
展
H

8月の全国大会出場へ

第20回全国少年少女毘器大会が県囲審会館で行われま

した。
代表選抜戦中学生の部に出場した塩沢美机さん(高須

釜-須釜中 1年)が見事準優勝{こ輝きました。塩沢さんは、

8月に東京で隠かれる全国大会に福患県代表として出場し

ます。
昨年の片寄搭否さん(須釜中2年)に続いて、教え菩が

2年連続全忠大会出場を果たして、囲碁の先生、塩沢正

勝さん(南須釜)もI大変うれしいです。全国大会でも頑張

本村南須釜出患の新聞販売会社社長の宗形浩さん

(郡山市)(志、ミ子供たちの交通安全を願って、新入学

児童・鹿児の交通事故紡止運動に合わせて、村教育

委員会に模断旗100本を寄贈しました。早速、教育

委員会で{討す内の各小学校に配布しました。

交通安全を顕い

横断旗を寄付
本村出身の宗形さん(郡山市)

日

観
光
客
は
物
産
展
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

中
で
も
恒
例
と
な
っ
た
、
あ
ぶ

く
ま
高
原
昔
そ
ば
の
会
の
そ
ば
打

ち
教
室
は
好
評
で
し
た
。
参
加
し

た
方
は
、
「
自
分
で
打
っ
た
そ
ば
を

み
ど
り
豊
か
な
自
然
の
中
で
食
べ

る
の
は
、
本
当
に
美
味
し
い
で
す
。

最
高
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し

た。

村民グラウンド{こ24罵力の整備用トラクター

が導入され、クラウンドの整備に力を発揮してい

ます。

間トラクターは、財団法人自治総合センターが

行っているコミュニティ朗成事業(芸くじの普及

広報事業の一環として実施されている)の即成を

受けて購入したものです。

今後は、村民グラウンドの他に村内小中掌授に

も鐘し出す予定です。

整備用トラクターを導入

村民グラウンドの

保守管理に強い昧方
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ってほしいですJと教え菩に工ーんを送っていました0

• 

中
地
区
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な

っ
て
組
織
し
て
い
る
大
正
琴
の
愛

好
会
グ
ル
ー
プ
「
玉
川
琴
期
会
」

(
角
田
照
会
長
)
で
は
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
同
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
大
正
琴
の
演
奏
会

や
踊
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

大
正
琴
の
哀
愁
を
感
じ
さ
せ
る

音
色
と
艶
や
か
な
衣
装
を
身
に
着

け
て
の
踊
り
に
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
て
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

大
正
琴
を
上
演

玉
川
琴
湖
会
の
皆
さ
ん

交
通
安
全
を
学
ぶ

玉
老
ク
連
総
会
で

玉
川
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

(
渡
辺
政
一
会
長
)
で
は
、
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
た
定
期

総
会
の
中
で
、
最
近
、
高
齢
者
の

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

か
ら
交
通
安
全
の
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。

講
師
に
石
川
警
察
署
の
渡
部
交

通
課
長
を
迎
え
て
、
高
齢
者
に
多

発
し
て
い
る
事
故
例
な
ど
を
挙
げ

な
が
ら
の
講
義
や
交
通
安
全
用
の

ピ
デ
オ
上
映
に
出
席
者
の
皆
さ
ん

は
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。
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体育指導委員22名「

に車田

村
消
防
団
(
佐
久
間
安
直
也
長
)
の
一
番
季
検
閲
式

は、

5
月
9
日
(
日
)
午
前

9
時
か
ら
泉
中
学
校
校

庭
で
開
か
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
制
名
と
婦
人
消
防
隊
幻
名
、
車
両
什
台

が
集
合
し
て
、
車
田
村
長
を
統
誌
に
観
関
、
通
常
点

検
、
機
械
器
具
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
矢
口
団

員
、
隊
員
と
も
志
気
の
一
高
さ
が
う
か
が
え
る
機
敏
な

動
き
に
、
統
監
か
ら
「
本
日
の
横
聞
は
良
姑
で
あ
る

0

4

フ
後
と
も
こ
の
状
態
を
継
続
し
て
予
防
消
紡
に
努
め

て
ほ
し
い
」
と
の
講
評
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

(小高)

ツ振興に期待村

4
月
日
日
、
午
後
7
時
か
ら
村

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
新
た
な
村

体
育
指
導
委
員
幻
名
へ
の
委
嘱
状

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
育
指
導
委
員
は
、
各
行
政
区

か
ら
男
女
1
名
、
ず
つ
選
任
さ
れ
、

村
教
育
長
が
委
嘱
し
、
任
期
は
2

年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
村
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
推
進
役
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
委
員
長
に
は
、
車
田
覚

蔵
さ
ん
(
小
高
)
が
選
出
さ
れ
ま
し

た。
各
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

川

辺

)

坂

本

政

勝

鈴

木

枝

美

子

(

蒜

生

)

真

弓

喜

二

曲

山

節

子

平成11年5月広報たまかわ

(
小
高
)

布市
ユムタパ、 害

者慶一
ι.LJ、、ー/

塩石矢石須鈴塩小塩大小柳塩大小小車車

喜覚

回井吹森釜木津針樫木林沼津竹針針出田

中

討さf
dじe、

北南竜岩
タ須ク須ク ク法ペ
釜釜崎寺

友義美和洋尚ヒ幸好孝和竜
代 デ

子幸子二子治子夫子行

防
火
優
良
家
庭

な
ど
を
表
彰

画
消
防
庁
長
官
退
職
報
韻
伝
達

{
元
分
団
長
】
柳
沼
久
男
、
吉
田

浩
、
草
野
光
徳
、
鈴
木
繁
一
、
石

森
三
勝
、
溝
井
利
一

{
元
班
長
}
榊
枝
清

副
団
長
表
彰

{
坊
火
優
良
家
庭
}
須
藤
昭
、

野
崎
正
孝
(
川
辺
)
、
曲
山
慶
保

(
蒜
生
)
、
小
針
克
彦
、
関
根
雅
彦

(
小
高
)
、
岡
部
易
二
、
鈴
木
栄

(
中
)
、
大
竹
義
明
(
岩
法
寺
)
、
上

野
正
治
、
小
林
光
春
(
竜
崎
)
、
円

谷
一
房
夫
、
宗
形
光
雄
(
南
須
釜
)
、

草
野
光
徳
、
榊
校
清
(
北
須
釜
)
、

森
清
重
(
士
口
)
、
草
野
正
則
(
山

小
屋
)
、
石
井
和
夫
(
四
辻
新
日
)

劃
盟
長
感
謝
状

{
退
職
分
団
長
}
坂
本
茂
明
、
曲

山
孝
夫
、
石
井
喜
義
、
永
林
修
、

村
越
重
雄
、
柳
沼
栄
、
円
谷

久
、
草
野
直
一
、
有
賀
貞
亥
、
草

野
正
則
、
榊
校
定
夫

{
一
般
協
力
者
・
:
防
火
水
槽
用
地

協
力
者
}
須
藤
寛
一
、
国
井
ナ
ツ

ヨ
、
我
妻
利
夫

{
一
般
協
力
者
:
・
消
防
活
動
協
力

者
}
(
株
)
玉
川
畜
産
セ
ン
タ
ー

)受彰

ハU
4
E
E
E
-

平
成
日
年
度
の
各
種
功
労
者
知
事
表
彰
は
、

5
月
7
日
(
金
)
午
前
日
時
か
ら
福
島
県
庁
正

庁
で
行
わ
れ
、
個
人
別
人
と
4
団
体
が
表
彰

さ
れ
、
本
村
か
ら
阿
部
幸
太
郎
さ
ん
(
臼
歳
・

甫
須
釜
字
横
内
)
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

悶
部
さ
ん
は
、
昭
和
田
年
か
ら
県
誠
灸
按

マ
ッ
サ
ー
ジ
業
の
振
興
と
関
係
団
体
の
伸
展

に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
保
健
衛
生

部
門
で
の
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
、
昭
和
お
年
か
ら
南
須
釜
の

自
宅
で
銭
灸
業
を
開
業
し
て
、
今
年
で
伺
年

の
大
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。
今
回
の
受
彰
を
「
こ

ん
な
僻
地
で
開
業
し
て
い
て
も
、
努
力
す
れ

ば
や
れ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
ア
ピ
ー
ル
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
受
彰
は
、

私
自
身
に
と
り
ま
し
で
も

大
変
な
栄
誉
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
業

界
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

と
て
も
良
か
っ
た
こ
と
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と

業
界
発
展
へ
の
思
い
を
込

め
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
息
子
さ
ん
と

2
人
で
「
阿
部
銭
灸
接
骨

院
」
を
開
業
し
て
お
り
、
ま

た
、
趣
味
の
民
謡
で
も
長

年
、
村
芸
能
祭
の
実
行
委

員
長
と
し
て
文
化
活
動
に

も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

子弘子蔵男

カ

中
体
連
石
川
支
部
春
季
大
会
は

5
月
2
日
(
日
)
に
石
川
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
野
球
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

4
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
須
釜
中

学
校
は
、
一
回
戦
不
戦
勝
、
ニ
回

戦
で
浅
川
中
学
校
を

2
1
0
で
破

り
決
勝
に
進
み
ま
し
た
。
決
勝
戦

は
、
蓬
田
中
学
校
と
の
対
戦
と
な

り
、
第
1
セ
ッ
ト
は
取
ら
れ
た
も

の
の
、
第
2
、
第
3
セ
ッ
ト
を
連

取
し
て
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

村酉工会と高工会青年部主催で力ヌー

教室を行います。自然と親しむアウトド

ア派の曇方、参加してみませんか。

圃開催B程 毎週水曜日開催(初日

6/23) 

村西工会2階会議室

カナディアンカヌ…作成か

ら実践まで

20名(先蓮111員)
2，000円
村商工会で直接申込み下さ

い。

謝申込締切 6月21日(円)

※間合わせ先村商工会岱57-2250

岨開催場所

蝿内 容

調定 員

画参加料

謝申込方法

同
チ
ー
ム
は
、
昨
年
の
新
人
戦
で

も
優
勝
し
て
お
り
、

V
2
達
成
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
泉
中
学
校
野
球
部
も
1
、

2
回
戦
を
突
破
し
決
勝
戦
に
進
み

ま
し
た
。
決
勝
戦
は
古
殿
中
学
校

に
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
準

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
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~玉一小マラソン大会から~

@80 
めざせ!!

県民スポーツ

石川地区大会

出場

圃5月

25臼(火)愚親教室..• 

午前9時30分~

蒔児教室・-

午後 1時30分~

28E3 (金) 段関節税臼健診・・・・・・・・・・・・・・・・百保

午後 1時30分'"'-'2時

目立国圏直の健康ごよみ

-嘩

消
費
税
忍
び
足
び
地
方
消
費
税

期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、

最
終
的
に
は
消
費
者
が
負
担
す
る

税
で
す
c

期
限
ま
で
に
納
付
し
ま

し
ょ
、
っ
。

(
消
費
税
及
び
消
費
税
の
申
告
・

納
付
)

個
人
事
業
者
の
方
は
、
翌
年
三

月
末
ま
で
に
所
轄
の
税
務
署
に
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
消

費
額
と
地
方
消
費
税
額
の
合
計
額

を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

法
人
の
場
合
は
、
課
税
期
間
の

末
日
の
翌
日
か
ら
二
ヶ
月
以
内
に

所
轄
の
税
務
署
に
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
額
と
地

方
消
費
税
の
合
計
額
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
前
課
税
期
開
の
確
定
消

費
税
額
が
四
十
八
万
円
を
超
え
る

場
合
に
は
、
中
間
申
告
・
納
付
が

i
必
漂
ド
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

(
国
税
を
滞
納
す
る
と
)

関
税
を
滞
納
す
る
と
延
滞
税
が

加
算
さ
れ
る
ほ
か
、
対
産
差
押
え

等
の
処
分
を
受
け
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

‘ν
 

昨年の大会

県民スポーツ大会玉川村大会を開催
f第29田村民壮年ソフトホーjレ大会』とf第34口家庭

バレ…ポ…jレ大会Jは、県民スポーツ大会石JII地区大会

の予選を兼ねて次の日程で行われます。

調開催日平成11年6月6日(日) 午前8時~

調会場 @村民グラウンド(壮年ソフトボール大会)

@玉)11勤労者体需センター(家庭バレーボール)

なお、上位2チームは、ア月18日(日)に石川町で待わ

れる県民スポーツ大会EJII地区大会に出場すること

ができます。

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました亡

く御礼申し上げます。

石保

1識6力用毘健診・・.• 

午後 1時~

3、4力月見健診・・・・

午後 1時30分~

母親教室・・・・・・..• 

午後6時15分~

機能訓練

午前10時~・

11芭(金)すくすくクラブ・

午前10時~

股関節脱包健診・・

午後日寺30分'"'-'2時

: {泉健センター 須:須釜公民舘

石保:石川保健センター 蚕:受f寸時間

瞳6月

4日(金)

8日〈火)

9 E3(水)

12 

『うつくしま、ふくしま。j県民運動では平

成11年震の最襲点自標として

・うつくしま来来クラフ員になって、来来博

をつくりあげよう。

・花いっぱいのまちづくりを進めよう

・地球温暖化防止のためのエコライフ4つの

の卦けを実臨しよう

・身近なとごろからボランティアを始めよう

の14つを掲げ、県民に広く参加を呼びか

けています。

私たち一人ひとりの行動が、 f美しいふく

しまJの部造仁つながります。県民の皆様の

積極的芯取り組みをお願いいたします。

県民運動については、県庁累民生活諜県民

文佑係(岱024-521-7180)までお問い合

せください。

弘

義

操

久晃

誠

誠

税務職員

募集

曹，崎正 ，、'11

，[ I D 
_.、、、_， ~ 

目。 11

人
事
院
・
国
税
庁
で
は
、
国
家

公
務
員
田
種
(
税
務
)
試
験
に
よ
る

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

E
R
受
験
資
格
昭
和
町
内
年
4
月
2

日
1
昭
和
幻
年
4
月

1
8ま
で
に

生
ま
れ
た
人

圃
申
込
期
間
平
成
日
年
6
月
お

日
1
6月
初
日
ま
で

画
受
験
日
と
試
験
内
容
平
成
日

年

9
月

5
日
(
日
)
第
一
次
試
験

(
教
養
試
験
・
適
正
試
験
・
作
文

試
験
)

詳
し
く
は
、
仙
台
国
税
局
人
事
第

一
一
課
(
岱

0

2

2

m

1

1

1

1
)
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

4暑中の久保田譲さん

e小高の関根直英さん

(村社会福祉協議会)

お誕生おめでとうございます|
(4月届出分)

保護者名

明

道

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

員

募

集

~防
~ 

副
練
醤
日
毎
週
金
曜
日

午
後
7
時
日
分

1
8時
初
分

画

会

場

保

健

セ

ン

タ

ー

2
階

働

会

費

月

2
，
o
o
o円

軍
参
加
資
格
年
齢
、
男
女
の
別

を
聞
い
ま
せ
ん
。

一
回
は
、
無
料
体
験
が
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
で
く
だ

さ
い
。

会
代
表

鈴
木
ハ
ツ
エ

(4月届出分)

年 齢 世 帯 主名

89 金 貯

96 直英

72 譲

68 貞美

名
指
弥
ム
早
川

C

貴
刊
介
ゃ
哉
か
香
と
入

訳
以
拓
M

弘
μ
義
出
深
川
智
U

春
れ
誠

封

部

吹

形

田

林

悶

悶

J
J

ま
や
ヰ
や

u
u
矢

矢

宗

太

小

大

大

陪

死亡者氏名

溝井サイ

関根キヨ

久保田

増

地 IX
川辺

小高

岩法寺

崎

南須釜

地震

蒜生

小高

中

南須釜

e蒜生の溝井余好さん

e南須釜の増子貞美さん

1，783戸 (+8)

7，583人(-3)

3，739人(十 3)

村のようす
(11 $5日 1日現在)

昼
副

M
M
畠

v
-
A

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

3，844人(…6)

今
月
の
納
税

間

定

資

産

税

軽

自

動

車

税

国
民
年
金
保
験
料

第

1
期

全

期
5
月
分

【
納
期
摂
は
4
月
お

E
(月
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

村
公
民
館

数
奇
の
知
人
に
夫
の
預
け
し
掛
け
軸
は
二
十
余
年
も
そ
の
終
な
り
さ

諏
訪
イ
セ
子

展
示
会
豊
か
な
仏
像
を
拝
観
す
阿
弥
陀
の
を
を
ば
め
ぐ
る
向
地
で

正
月
を
待
ち
か
ね
て
い
し
少
女
の
頃
今
は
残
生
の
一
里
塚
な
リ

あ
の
白
か
ら
道
連
れ
と
な
る
六
十
年
灯
火
一
つ
守
リ
通
し
て

一
生
を
農
に
励
み
て
人
並
み
に
生
き
来
し
夫
婦
鈴
老
い
に
け
り

針

主を
里

吉
田

7.J.> 
1~ 

真
弓

は
ん

溝
井
は
な
よ

小
鳥
ら
の
い
く
つ
か
今
日
も
庭
に
来
て
税
か
に
狙
う
南
天
の
実
を

そ
よ
風
に
梅
の
つ
ぼ
み
も
膨
ら
ん
で
そ
の
一
鉱
の
咲
く
が
待
た
る
る

曲
山
き
く
み

川
崎
美
智
子

13 
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一
場
川
ょ
に

一
水
閣
の
園
す

一
貯
十
こ
公
ま

一
は
横
、
水
い

一
て
た
は
親
て

一
つ
つ
舎
な
っ

+
か
だ
も
う
な 私

の
ふ
る
さ
と
ー

東

京

都

江

東

区

|

小
林
智
っ
す
さ
ん
(
竜
崎
)

'
私
は
、
父
親
が
転
勤
族

鴫

だ
っ
た
た
め
、
何
度
か
住

、
む
土
地
が
変
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
土
地
そ
の
土
地
に
愛
着
と

思
い
出
は
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
9

歳
か
ら
日
歳
ま
で
の
6
年
間
を
過
ご

し
た
東
京
都
江
東
区
猿
江
町
界
隈
に

沢
山
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

あ
の
当
時
の
東
京
の
下
町
は
、
路

地
が
子
供
た
ち
の
遊
び
場
で
し
た
。

小
さ
な
駄
菓
子
屋
さ
ん
も
あ
ち
こ
ち

に
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
駄
菓
子

屋
さ
ん
で
も
ん
じ
ゃ
焼
き
を
食
べ
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
小
遣
い
を
貰

う
と
い
つ
も
友
達
と
も
ん
じ
ゃ
焼
き

を
食
べ
た
も
の
で
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
令
日
の
食
卓
⑬

今
月
の
お
題
は

「
ま
ず
、
自
分
の
体
重
を
知
ろ
う
」

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
の
予
防
、

上
手
な
つ
き
合
い
方
を
考
え
る
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中

で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
事
を
と
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
今
月
号
と
6
月
号
で
計
算

し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
電
卓
を
用

意
し
て
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

まずは自分の標準体重を計質してみましょう。

1人分のエネルギー量299Kcal

1.6m x 1.6m x22=56.3kg 

飯j--，、
、ーき{ふ

(例)160cmの人の場合

-材料(4人分)ー

私
が
住
ん
で
い
た
場
所
は
、
ち

ょ
う
ど
横
十
間
川
と
小
名
木
川
が

交
差
す
る
角
で
、
い
つ
も
川
を
見

て
育
ち
ま
し
た
。
近
所
に
木
場
が

あ
っ
た
の
で
、
川
面
に
は
沢
山
の

材
木
が
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

あ
い
ぞ
め

の
上
を
豆
絞
り
の
鉢
巻
に
藍
染
の

は
ん

て
ん

半
纏
を
着
た
人
足
さ
ん
達
が
器
用

に
渡
り
歩
い
て
い
ま
し
た
。

時
に
は
大
き
な
運
搬
船
が
ゆ

っ

た
り
と
川
を
下
っ
て
い
き
ま
し
た
。

夕
暮
れ
に
な
杯
一
戸
遠
く
に
東
京
タ

ワ
1
の
灯
が
哀
愁
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
川
の
近
く
で
育
っ

た
私
が
、
ま
た
阿
武
隈
川
と
い
う

川
の
近
く
に
縁
あ
っ
て
嫁
ぎ
、
川

の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
る
、
何
だ
か
少
し
不
思
議
な
感

じ
が
し
ま
す
。

-ふき 4本

・白ごま小さじ2

方一一

①米を普通に炊く。

②ふき~塩で板ずりして、さっと

ゆで水にさらし筋をとり、小口

切り。鮭~焼いて身をほぐす。

ごま~妙めて切りごまにするo

@1)に②をさっくり混ぜてできあ

がり。

-米 2合

・甘塩鮭 1切れ

り一一作

東
京
玉
川
会
役
員
会
を
聞
く

平
成
什
年
度
総
会
日
程
を
決
定

東
京
玉
川
会
会
役
員
会
は
、

3

月
初
日
(
火
)
午
後
6
時
か
ら
文
京

区
の
若
渓
会
館
で
関
か
れ
ま
し
た
。

役
員
会
に
は
、
村
か
ら
野
口
企
画

財
政
課
長
と
矢
部
商
工
観
光
係
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

大
木
会
長
と
野
口
課
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
あ

と
、
平
成
日
年
度
の
総
会
の
開
催

に
向
け
て
、
日
程
と
総
会
に
提
出

す
る
議
案
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

役
員
会
の
結
果
、
平
成
日
年
度

の
総
会
は
、

7
月
日
日
(
日
)
に
若

渓
会
館
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
決
ま

り
ま
し
た
。
大
木
会
長
は
「
昨
年

度
は
、
会
結
成
叩
周
年
の
記
念
事

業
と
し
て
、

『ふ
る
さ
と
総
会
」
と

銘
打
っ
て
玉
川
村
で
行
い
ま
し
た

が
、
今
年
は

2
年
ぶ
り
に
都
内
で

の
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
多
数
の
ご
出
席
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

例
年
同
様
、
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

耳
慣
総
会
日
程

・

日

時

7
月
日
日
(
日
)
正
午

・

場

所

若
渓
会
館
(
文
京
区
)

・

会

費

5
，

o
o
o円

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
後
日
、

案
内
状
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
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